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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月9日(2015.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相変化インクプリンタの動作方法であって、
　インクの一部が液体にありかつ前記インクの別の部分が固体にあって前記インクが相を
変えつつある間に、前記相変化インクプリンタのインク流路内の前記インクへ複数の圧力
パルスを印加することを含む方法。
【請求項２】
　前記複数の圧力パルスを印加することは、前記インクが相を固体から液体に変えつつあ
る間に、前記複数の圧力パルスを印加することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の圧力パルスを印加することは、前記インクが相を液体から固体に変えつつあ
る間に、前記複数の圧力パルスを印加することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の圧力パルスの数は、所定時間において３から１５である請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記複数の圧力パルスを印加することは、前記複数の圧力パルスによって変調されたベ
ースライン圧力の送出を制御することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の圧力パルスのデユーティサイクルは、７５％から８０％の範囲内である請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の圧力パルスのパターンは、規則正しい請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の圧力パルスのパターンは、ランダムである請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の圧力パルスの振幅、持続時間及び振動数のうちの１つ以上は、パルス毎に変
わる請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の圧力パルスの各々は、０ｐｓｉｇの圧力から１０ｐｓｉｇの圧力の間の転移
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を含む請求項１に記載の方法。
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